
稲羽西小学校いじめ防止基本方針（概要）

平成 30年 3月 31日改訂

ここに定める「稲羽西小学校いじめ防止基本方針」は、平成２５年６月２８日公布、平

成２５年９月２８日施行された「いじめ防止対策推進法」（以下「法」という）の第１３

条を踏まえ、本校におけるいじめ問題等に対する具体的な方針及び対策等を示すものです。

（1）定義

法：第２条

「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等

当該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を

与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為

の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。

（2）基本認識

教育活動全体を通じて、以下の認識に基づき、いじめの防止等に当たります。

・「いじめは、人間として絶対に許されない」

・「いじめは、どの学校でも、どの子にも起こり得る」

・「いじめは、見ようと思って見ないと見つけにくい」

（3）いじめの態様

・冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる。

・仲間はずれ、集団による無視をされる。

・軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする。

・ひどくぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする。

・金品をたかられる。

・金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり，捨てられたりする。

・嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする。

・パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷やいやなことをされる等

（4）稲羽西小としての構え

・学校は、児童生徒の心身の安全・安心を最優先に、危機感をもって未然防止、早期発

見・早期対応並びにいじめ問題への対処を行うために、「学校いじめ防止プログラム」

を策定し、児童生徒を守ります。

・全ての教職員が共通理解を図り、一致協力した組織的な指導体制により対応します。
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いじめ問題に対する基本的な考え方


